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 山崎氏による２年生に対しての「出前授業」 

 ピラミッド型に並んだ２つ数列から規則性を見つけ

出し、それが「いつでも」「必ず」「絶対に」成り立つか

を、文字を用いて説明する学習を行った。 

 

 ひとりひとりがしっかり理解しているかを丁寧に確認

しながら、また、それぞれの考えを大切にし、とりあげ

ながら授業は進んだ。 

 

 生徒の目的意識を高めるよう、課題の設定や発問

を意図的に仕組んでいた。また、さらにその意識を高

めていくような発問、「本当にそうなの？」「どうしてそ

うなの？」と問いかけていた。 

 

 講演会は、「数学的活動を促す授業とその評価」と

いうテーマで行った。数学的活動の捉え方やチェック

ポイント、課題の設定等、どのように意識していくのか

など、わかりやすく説明があった。 

 

 事例を紹介しながらの講演は参加者にもわかりや

すく、真剣な表情が多かった。 

 


